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フォーバルの会社概要と事業推進の考え方

商号 株式会社フォーバル

設立 1980年（昭和55年）9月18日 （44期目）

代表者
代表取締役会長 大久保 秀夫 （創業者）
代表取締役社長 中島 將典

本社 東京都渋谷区神宮前五丁目52番2号 青山オーバルビル14階

上場市場 東京証券取引所 スタンダード市場（証券コード 8275）

資本金 41億5千万円（2023年3月期・43期）

売上高（連結） 595.3億円（2023年3月期・43期）

当期利益（連結） 16.7億円（2023年3月期・43期）

従業員（連結） 2,277人（2023年3月末・43期）

事業内容

情報通信コンサルティング
（IP統合システム、情報セキュリティ、Web構築など）
経営コンサルティング
（総合コンサルティング、海外進出、人材・教育、環境、事業承継など）

社名は「For Social Value」という理念に由来、

「社会価値を創出する」 企業

4
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フォーバルの会社概要と事業推進の考え方
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社員

取引先 家族

株主 顧客

「家族主義」
「公益資本主義」
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F-Japan構想とは

可視化経営による伴走型支援で
産・官・学を連携させることで実現

7

■日本の未来を拓く4つの原動力（骨太方針2021より）

Four Driving Forces that Open the Way to the Future of Japan

①グリーン：グリーン社会の実現

②デジタル：官民挙げたデジタル化の加速

③活力ある地方づくり：日本全体を元気にする活力ある地方創り

④少子化対策:少子化の克服、子どもを産み育てやすい社会の実現
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「経済財政運営と改革の基本方針2023 加速する新しい資本主義～未来への投

資の拡大と構造的賃上げの実現～」（令和5年6月16日閣議決定）

（出所） https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/honebuto/2023/summary_ja.pdf より当社作成

政策 具体的内容

・少子化対策
・こども政策の抜本強化

・加速化プランの推進
・こども⼤綱の取りまとめ

GX、DX等の
加速

・（GX）徹底した省エネの推進、再エネの主力電源化（次世代太
陽電池等の社会実装等）、原子力の活⽤（次世代⾰新炉への建
替の具体化等）、⽔素・アンモニアのサプライチェーンの早期構築、
10年間で150兆円の官民GX投資を実現 等

・（DX）デジタルの力を活⽤して国が地方を⽀える、国・⾃治体を通
じた⾏政サービスの⾒直し。マイナンバーカードの制度の安全・信頼
確保に努め、利便性・機能向上

地域・中⼩企
業の活性化

・デジタル⽥園都市国家構想の実現
・個性をいかした地域づくりと関係⼈⼝の拡⼤
・「シームレスな拠点連結型国⼟」の構築と交通の「リ・デザイン」
・中堅・中⼩企業の活力向上 等

8

■政府の骨太方針2023（抜粋）

F-Japan構想とは

https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/honebuto/2023/summary_ja.pdf
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産・官・学の現状

「産・官・学」それぞれの課題

産

・経営難

・ゼロゼロ融資への返済

・働き手不足

・DXの知識、DX人材の不足

域内中小企業

官

・国からGX、DX推進に
対する施策要求

・少子化による労働力不足

・人口流出

・域内経済の活性化

自治体

学

・DXに関しての教育

・卒業生の就職率

・少子化

・入学希望者不足

教育機関

9



Copyright(c) 2023 Forval corporation All Right reserved.

・経営難

・ゼロゼロ融資への返済

・働き手不足

・DXの知識、DX人材の不足

域内中小企業

政府の基本方針に沿ったフォーバルのF-Japan構想

「産・官・学」の課題を解決するためにフォーバルが掲げる

・国からGX、DX推進に
対する施策要求

・少子化による労働力不足

・人口流出

・域内経済の活性化

自治体

・DXに関しての教育

・卒業生の就職率

・少子化

・入学希望者不足

教育機関

10

産 官 学

「産・官・学」の課題

可視化経営による伴走型支援でGDX地場産業創り

F-Japan構想
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全国でGDX産業を振興

デジタル能力

中小企業経営能力

情報管理能力

全国でGDXアドバイザーを創造

11

可視化経営
（＝課題の可視化）

伴走型支援 ＋

経営可視化ツール
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事例：紹介動画
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事例：紹介動画
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全国に広がるF-Japan支部

25

47

F-Japanを推進する支部

14

都道府県
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当上期に提携した官庁・自治体

15

自治体 事業内容

北海道札幌市 中小企業DXハンズオン支援事業

山口県
DX伴走支援事業
人材派遣事業
やまぐちデジタル実装マッチングプレゼン事業

佐賀県
DXアクセラレータ事業（ハンズオン型）
DXコミュニケータ事業

熊本県熊本市 中小企業等DXアクセラレーション事業

福島県 ふくしま中小企業等DX伴走支援事業

福島県郡山市 産業ＤＸ推進支援体制構築事業

秋田県鹿角市 中小企業等伴走型DX 推進支援

富山県 Digipoc富山事業（製造業DX支援）

佐賀県唐津市 唐津市ＤＸイノベーションセンター運営業務

山口県岩国市 道の駅機能拡張による地方創生拠点形成

東京都東村山市 中小企業等デジタル化推進支援事業」及び「女性デジタル人材育成事業」委託

宮城県 デジタルデバイド解消支援事業

長野県松川村 松川村DX推進支援業務委託（経営・財務マネジメント強化事業）

長野県信濃町 DXイノベーション推進プロジェクト

島根県 DXセミナー

愛媛県 ものづくり企業新展開支援事業

福岡県福岡市 オンライン活用型事業再構築業

経済産業省（中小企業庁） 事業環境変化対応型支援（デジタル化診断）事業（みらデジ事業）
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デジタル専門人材派遣先

16

11
自治体

デジタル専門人材派遣先
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【提携事例】自治体へのデジタル人材の派遣

17
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学校との提携の成果

締結日 学校名 提携内容

2022/6/6
2022/8/2
2023/2/1
2023/7/4
2023/7/19

学校法人電子学園※

札幌大谷大学社会学部
皇學館大学現代日本社会学部
大正大学
九州共立大学

産学包括連携協定
産学包括連携協定
産学包括連携協定
産学包括連携協定
産学包括連携協定

※ 情報経営イノベーション専門職大学（iU）、日本電子専門学校を運営

学校法人電子学園 札幌大谷大学社会学部 皇學館大学現代日本社会学部

大正大学 九州共立大学

18
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政府の基本方針に沿ったフォーバルのF-Japan構想

DXの地産地消による永続的な地方創生の実現

育成
不足しているGX・DX人材の育成
卒業生の就職率向上
入学希望者の増加
地域で働ける産業作り

官

産 学

働き方改革
情報セキュリティ対策
GDXアドバイザー作り
産業の組成

庁舎DX、住民DX、産業DXの促進

フォーバルの経営支援のノウハウを有したデジタル専門人材による、伴走型支援

DX人材の育成

GX、DX人材を育てられる
カリキュラム・講座の開講

地域の活性化
永続的な地方創生の仕組み作り
地域経済の再生
域内産業の振興

就職・起業
経営の可視化による経営改善
健全経営
生産性の向上
採用枠の増加

19
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「F-Japan構想」でつくりたい地方創生

行政機関 地方創生に向けた政策を立案、教育機関・企業と連携して推進

行政機関

GDX人材が地元で活躍・定着
女性や将来世代にとっての

活躍の場も拡大
⇒次の世代も地元に定着

人材

DX、GX講座開設
GDXアドバイザー講座開設
人材育成による就職率向上

⇒GDX人材の創出

地方の教育機関

企業内でGDX化が促進
⇒生産性向上

GDX関連企業の地方進出
地元のGDX人材による起業

地方の企業

地方に新たな産業を創出
若者の流出の防止
地元経済の活性化

地方創生

20
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伴走型顧客支援サービス

アイコンサービス

中小企業の可視化サービス

きづなPARK

「可視化経営による伴走型支援」を実現させる
2つのサービス

21

実現する可視化経営による伴走型支援
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⾃治体や企業に伴走しながら、本当の課題をDX（入門から実⾏フェーズ）でご⽀援

③
知る活動

⑤
課題取組
次回予定決め

②
知って

もらう活動

①
面談

⼤項目 中分類 Ｎｏ 着目するポイントの概要(中項目) 採点

1
　経営方針／ビジョン

　ＤＸ化に対して経営方針、ビジョンはありますか？
できていない

2
　経営コミットメント

　従業員に対してＤＸ化の取り組み宣言は⾏っていますか？
できていない

3
　組織運営体制（継続性含む）

　ＤＸを進めるうえで組織の運営体制は整っていますか？
できていない

4
　情報セキュリティーポリシー

　情報セキュリティポリシーを策定、公開されていますか？
できていない

5
　情報管理体制

　情報管理体制(組織的安全管理措置)は整っていいますか？
あまりできていない

6
　情報資産の可視化

　情報資産(商品・顧客・取引情報)はデジタル化できていますか？
ある程度できている

7
　ＤＸ方針にかかる社内と社外の管理業務フローの可視化

　社内外業務全般の業務フローの可視化ができていますか？
ある程度できている

8
　紙の書類を電子データ化する仕組み

　紙の書類をＰＤＦ化する為のスキャンツールは整備されていますか？
できている

9
　電子署名・ワークフローの整備

　電子署名・ワークフローの整備等、脱ハンコに伴うツールをご使⽤されていますか？
できていない

10
　高速回線の整備・モバイル貸与

　事務所高速回線の整備、従業員にモバイルを貸与していますか？

できており効果を実感し

ている

11
　VPN環境の整備

　ＮＷ環境として外出先から社内にアクセスできる環境ですか？
できていない

12
　リモートワーク可能な機器・整備

　電話、メール、社内ファイルへのアクセス等リモートワークが可能な環境ですか？
できている

13
　セキュリティ対策

　情報管理体制(技術的安全管理措置)は整っていますか？
できている

14
　データファイル共有管理する為のストレージ

　データ化した書類、会社の情報資産を正しく管理するストレージはありますか？

できており効果を実感し

ている

15
　大容量ファイルを送受信する仕組み

　データ化された⼤容量ファイルを取引先と送受信する仕組みはありますか？
できていない

16
　オンライン会議(TV会議)の仕組み

　ZOOM等取引先、従業員とコミュニケーションが取れるツールを活⽤されていますか？
できている

17
　ビジネスチャットツールの活用

　手軽で便意性が高いリアルタイムコミュニケーションツールを活⽤されていますか？
ある程度できている

18
　IT/デジタル化知識（情報通信、プログラム、開発その他）

　ＩＴに纏わる知識レベルは全般的に高い方ですか？
あまりできていない

19
　法令順守

　情報管理体制(⼈的安全管理措置)は整っていいますか？
あまりできていない

20
　ＤＸ人材の確保

　会社としてＩＴ⼈材の採⽤に力を入れていますか？
できていない

21
　ＤＸ人材の育成

　会社としてＩＴ⼈材の育成計画・管理を⾏っていますか？
できていない

22
　経営資源の効率的な活用

　時間効率を改善することによる生産性向上への取り組み、計画はありますか？
あまりできていない

23
　既存プロセスからデジタル化による変化

　既存プロセス(販売方法、サプライチェーン等)の変化への取り組み、計画されていますか？
あまりできていない

24
　顧客価値（付加価値）の提供

　デジタル化により商品、サービスに付加価値をつけることにより差別化を図っていますか？
できていない

25
　新しい取り組み

　効率化により新たに生まれた時間を想定し新しい取り組み(事業含む)を計画されていますか？
あまりできていない

ビジネスモデル改⾰計画
ビジネスモデル

の改⾰

ＤＸ⼈材の育成

デジタル化

デジタル技術

の活⽤

ＤＸ推進体制

の整備

経営方針

情報管理体制

コミュニケーション

DX⼈材の育成

いつでもどこでも

ペーパーレス

きづなCSVテンプレート

CCC遠隔サポート

きづなDX診断レポート

きづな月次生産性分析レポート

⑥
効果測定

④
課題抽出
見える化

動画コンテンツ

総論説明

伴走支援の基本活動サイクル

実現する可視化経営による伴走型支援

22

きづなFocus経営診断レポート
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実現する可視化経営による伴走型支援

99.7% 68.8% 52.9% 65.3%

中小企業の事業者数が

全企業に占める割合

（2016年）

中小企業の従業者

数が占める割合

（2016年）

中小企業の付加価

値額が占める割合

（2015年）

赤字企業の割合

（2021年度）

（出所）中小企業庁「中小企業の経営環境を取り巻く諸課題と関連施策について」令和3年12月2日発表

https://www.mlit.go.jp/kankocho/iinkai/content/001444297.pdf

株式会社東京商工リサーチ TSRデータインサイト2023年7月31日

https://www.tsr-net.co.jp/data/detail/1197839_1527.html

数字で見る中小企業

23
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26
万件

2.4
万件

170
万件

（出所）https://kdn-park.biz/

537
万法人

財務情報 IT環境データ オープンデータ企業の基本情報

■「きづなPARK」の保有データ数

実現する可視化経営による伴走型支援

経営分析情報プラットフォーム「きづなPARK」

24
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実現する可視化経営による伴走型支援

きづなPARK：中小企業の経営情報の収集・蓄積・可視化

25
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アイコン登録件数推移

13,352 
14,868 

17,292 
19,355 

22,490 

25,248 

28,765 

31,380 

34,413 

37,823 

41,946 

45,239 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

12.3 13.3 14.3 15.3 16.3 17.3 18.3 19.3 20.3 21.3 22.3 23.3

（単位：者）

アイコンサービス登録者数は右肩上がりで成長

45,000者超の中小企業を二人三脚で支援

26
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フォーバルの紹介

F-Japan構想

1

2

フォーバルの推進するESG経営3

業績推移と株主還元4

Appendix 付録5
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E TCFD提言に沿った情報開示

S 人的資本経営や健康経営の推進

G 企業統治の強化

28

フォーバルの推進するESG経営
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E TCFD提言に沿った情報開示

S

G

人的資本経営や健康経営の推進

企業統治の強化

フォーバルの推進するESG経営

29
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Environmentへの取り組み

2030年カーボンニュートラル
宣言

環境対策方針

TCFD提言への賛同を表明

TCFD提言に沿った情報開示
（ESGレポート）

30
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■フォーバルの2030年カーボンニュートラル宣言

短期（1年）

2020年度比
10％削減

中期（3年）

2020年度比
30％削減

長期（10年）

2020年度比
100％削減

2030年達成、政府より20年の前倒しを目指す
31

Environmentへの取り組み

※ 上記削減値は、「Scope２」までの目標です。

■日本政府のカーボンニュートラル方針

2030年

2013年度比46％削減

更に50％の高みを目指す

2050年

カーボンニュートラル

実現

（出所）首相官邸「COP26世界リーダーズ・サミット 岸田総理スピーチ」令和3年11月2日発表

https://www.kantei.go.jp/jp/100_kishida/statement/2021/1102cop26.html
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E TCFD提言に沿った情報開示

S

G

人的資本経営や健康経営の推進

企業統治の強化

フォーバルの推進するESG経営
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Socialへの取り組み

人的資本経営

健康経営

地方創生

社会貢献

働き方改革

仕事と育児・介護の両立支援

キャリア開発社員支援制度

人権

ダイバーシティ女性活躍推進

ステークホルダーに向けての情報開示

健康経営

人的資本経営
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人材はコストとしての「資源」ではなく、磨くことで
利益や価値を生み出す存在

“ 人的資本 ”

人的資本経営の取り組み

■人的資本経営

・人的資本経営コンソーシアムへの入会

・当社社員5名、ISO30414リードコンサルタント／
アセッサーの認証取得

34

※ アセッサーの総取得数：453名（2023年９月、第9期現在）
（株）HCプロデュースのHP上の掲載人数に限る
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健康経営の取り組み

健康優良企業
「金」の認定

スポーツエール
カンパニー認定

健康経営
優良法人認定

東京都スポーツ
推進企業認定

■令和４年度 健康経営に関する認定

35
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E TCFD提言に沿った情報開示

S

G

人的資本経営や健康経営の推進

企業統治の強化

フォーバルの推進するESG経営

36
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ガバナンス（Governance）

コーポレートガバナンス

コンプライアンス

リスクマネジメント

情報セキュリティポリシー・
プライバシーポリシー

37
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加入・参入している団体

38

■CDP

■TCFD
コンソーシアム

■気候変動
イニシアティブ

■TCFD■炭素会計
アドバイザー協会

■GXリーグ

■Green x Digital 
コンソーシアム

■生物多様性のための
30by30

アライアンス

■人的資本経営
コンソーシアム

■健康経営
アライアンス

■Myじんけん
宣言



Copyright(c) 2023 Forval corporation All Right reserved.

自らがESG経営のフロントランナーとなり

中小企業のESG経営を支援

39
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伴走型・可視化によるESG経営支援

GDX化

■「きづなPARK」におけるスコアリング

中小・小規模企業をESGの観点から評価

参加企業： 4,495社
平均スコア： 36.3/100 
（2023年10月18日現在）

中小・小規模企業のGX・脱炭素経営の
可視化・情報発信をサポート

■アイコンにおける「CNレポート」

導入企業： 1,365社
（2023年11月13日現在）

社会全体でカーボンニュートラルを目指す

40
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フォーバルの紹介

F-Japan構想

1

2

フォーバルの推進するESG経営3

業績推移と株主還元4

Appendix 付録5

41
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第2四半期決算は過去最高の売上高・経常利益を達成

42

2024年3月期第2四半期の業績TOPIX
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2024年3月期 連結業績見通し

2024/3期予想

実績 売上比

2023/3期

59,538 100.0%

2,443 4.1%

2,717 4.6%

1,679 2.8%

予想 売上比 前期比

62,000 100.0%
2,461
【4.1%】

3,000 4.8%
556

【22.8%】

3,000 4.8%
282

【10.4%】

1,900 3.1%
220

【13.1%】

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

親会社株主に帰属
す る当期純利益

65.41

27.00

73.90

28.00

1株当たり
当期純利益

配当金

単位：百万円

単位：円
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0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

16.3 17.3 18.3 19.3 20.3 21.3 22.3 23.3 24.3（予）

1株当たり年間配当金／配当性向の長期的変遷
（円） （％）

1株当たり年間配当金／配当性向

すべてのステークホルダーへ幸せを分配する

44
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配当方針／株主優待

2023年3月期からは株主優待も実施。2024年3月期も継続

2022年9月末の株主に配布した「EJOICAセレクトギフト（カードタイプ） 」

保有株式数 基準日 優待内容

1単元（100株）以上
保有

毎年9月30日 ・株主様1人につき「EJOICA（イー
ジョイカ）セレクトギフト（カード
タイプ） 」を1枚贈呈

・2,000ポイント＝2,000円相当

45
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社員への幸せの分配

所得倍増計画

46
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中小企業にとってなくてはならない存在
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将来の見通しに関する記述についてのご注意

本プレゼンテーション資料に掲載されている弊社の計画、目標、方針、戦略、

判断、財務的予測、将来の数値・金額などのうち、歴史的事実でないものは弊

社に関わる将来の見通しに関する記述であり、弊社の経営陣が現在入手可能

な情報に基づく予測、想定、認識、評価、判断、前提（仮定）等を基礎としてい

ます。これらの実現については、様々な要素の潜在的リスクや不確実性を含ん

でいます。

なお、本プレゼンテーション資料は投資勧誘を目的としたものではありません。

投資に関する決定は、利用者ご自身の判断において行われますようお願い申し

上げます。

48
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ご清聴ありがとうございました。

資料：Appendix 付録もご覧ください。
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フォーバルの紹介

F-Japan構想

1

2

フォーバルの推進するESG経営3

業績推移と株主還元4

Appendix 付録5
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業績（1）売上高等

※1 売上高減少の要因は（株）リンクアップを連結から除外したことによるもの。この影響を除くと売上高は8.4％増
※2 減益の要因は上期において新電力サービスの仕入価格高騰を料金に転嫁できなかったことによるもの。下期以降対応済み

57,520

49,731 49,788 51,535

59,538 62,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

19.3 20.3 21.3 22.3 23.3 24.3（予）

売上高
（百万円）

※1 3,221 3,229

2,616 2,685
2,443

3,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

19.3 20.3 21.3 22.3 23.3 24.3（予）

営業利益（百万円）

※2

3,308 3,324

2,483
2,855 2,717

3,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

19.3 20.3 21.3 22.3 23.3 24.3（予）

経常利益
（百万円）

2,064

1,067
1,357

1,836
1,679

1,900

0

1,000

2,000

3,000

19.3 20.3 21.3 22.3 23.3 24.3（予）

当期純利益
（百万円）

2024年3月期の売上高は過去最高更新を予定、利益も増益を見込む。
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業績（2）キャッシュ・フロー、ROE

726 

1,361 

2,716 2,589 

3,283 

(1,175)

472 

(712)
(912) (912)

(449)

1,833 2,004 
1,677 

2,371 

(2,000)

(1,000)

0

1,000

2,000

3,000

4,000

19.3 20.3 21.3 22.3 23.3

キャッシュ・フロー

営業CF 投資CF FCF

（百万円）

21.2 

10.0 
11.7 

14.2 

12.0 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

19.3 20.3 21.3 22.3 23.3

ROE
（％）

2023年6月、「資本コストや株価を意識した経営の実現の対応」を発表。
Ｆ-Japan構想に積極的に投資するため、資本収益性を意識した経営を推進
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件数と同様、決算説明会資料でアイコンサービスの売上高を公表するように
なった2012年3月期以降、右肩上がりで上昇

アイコンサービス 売上高の推移

2,509 
2,695 2,820 

3,066 
3,283 

3,533 
3,753 

4,014 
4,217 

4,676 

5,724 

6,262 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

12.3 13.3 14.3 15.3 16.3 17.3 18.3 19.3 20.3 21.3 22.3 23.3

（単位：百万円）

53



Copyright(c) 2023 Forval corporation All Right reserved.

事業変遷

54
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大きな課題

55
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就業者
（人）

構成比 IT人材(人)
就業者に
占める割合

全国 67,183,000 100.00% 450,000 0.67%

北海道 2,623,000 3.90% 17,550 0.67%

中小企業
（社）

構成比 IT人材(人)

全国 3,578,176 100.0% 450,000

北海道 141,386 3.95% 17,775

県内総生産
(百万円)

構成比 IT人材(人)

全国 561,523,371 100.0% 450,000

北海道 19,430,141 3.46% 15,570

算出根拠

全国各地での深刻なＩＴ人材不足

■DXレポート２より
（経済産業省デジタルトランスフォーメーションの加速に向けた研究会:令和2年12月）

2030年までに IT⼈材の需要は 132 万⼈となる一方、供給は 85万⼈までしか伸

びず、中位シナリオでも59万⼈の需給ギャップが生じると試算。

単位：人

就業者 中小企業 県内総生産

全国 450,000 450,000 450,000

北海道 17,550 17,775 15,570

青森県 4,320 4,995 3,555

岩手県 4,410 4,680 3,735

宮城県 8,190 7,470 7,605

秋田県 3,240 4,140 2,835

山形県 3,825 4,860 3,420

福島県 6,525 7,380 6,480

茨城県 9,990 9,990 11,070

栃木県 6,885 7,560 7,335

群馬県 6,840 8,145 7,200

埼玉県 26,595 20,295 18,765

千葉県 22,455 15,210 16,920

東京都 54,270 51,975 85,140

神奈川県 33,750 23,580 28,530

新潟県 7,875 9,585 7,200

富山県 3,780 4,365 3,690

石川県 4,050 5,085 3,735

福井県 2,835 3,690 2,655

単位：人

就業者 中小企業 県内総生産

徳島県 2,385 3,195 2,520

香川県 3,285 3,870 3,060

愛媛県 4,545 5,490 4,140

高知県 2,385 3,150 1,935

福岡県 17,325 16,965 15,750

佐賀県 2,925 3,060 2,340

長崎県 4,500 5,265 3,645

熊本県 6,120 6,030 4,860

大分県 3,960 4,365 3,600

宮崎県 3,690 4,365 3,015

鹿児島県 5,355 6,255 4,410

沖縄県 4,860 5,940 3,555

全国で59万人のIT人材を全国で共有できれば、
各都道府県、多くの雇用創出につながる

単位：人

就業者 中小企業 県内総生産

山梨県 2,925 3,870 2,745

長野県 7,515 9,225 6,750

岐阜県 7,560 8,910 6,210

静岡県 13,230 15,075 13,860

愛知県 27,765 26,190 32,310

三重県 6,435 6,480 6,615

滋賀県 5,085 4,365 5,220

京都府 9,135 9,945 8,640

大阪府 30,825 34,065 32,130

兵庫県 18,270 18,225 17,100

奈良県 4,365 3,960 2,970

和歌山県 3,105 4,320 2,790

鳥取県 1,980 2,025 1,530

島根県 2,295 2,790 1,980

岡山県 6,390 6,570 6,255

広島県 9,675 10,440 9,450

山口県 4,590 4,905 5,130

■2030年までに大幅な需給ギャップが生じる

シミュレーション

（参考）
主要都道府県のIT人材不足数

・東京 51,975人～85,140人
・神奈川 23,580人～33,750人
・福岡 15,750人 ～ 17,325人
・佐賀 2,340人 ～ 3,060人
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ＤＸの世の中を作るたための課題

■大きな要因が「人材問題」（経済産業省「デジタル人材育成プラットフォームについて」より）

IMD世界デジタル競争力ランキング2022

・デジタル競争力ランキング2022で、日本は63カ国中29位と低迷。特に「人材／デジタ
ル・技術スキル」が62位と低く全体を引き下げる要因になっている。
・日本では76%の企業がＤＸ人材不足を感じている（米国は43%）にもかかわらず、 社員
の学び直しを全社的に実施している企業はわずか7.9%（米国は37.4%）
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地方自治体、民間企業、教育機関（大学など）の枠組みを超え、GX・DXに

よって地方創生を図る動きが活発に見られる。

社会課題解決に向けた動き

※ 記事は日経新聞、日経産業新聞より
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中小企業におけるＤＸ・ＧＸ推進の実態調査

■日本社会が直面する超情報化社会と脱炭素社会の対応に関して

出所：フォーバル GDXリサーチ研究所調べ ブルーレポートmini2023年8月号より
https://www.forval.co.jp/consulting/pdf/bluereport_mini_202308.pdf
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■中小企業（小規模事業者）のDX・GX推進に関する実態調査

中小企業におけるＤＸ・ＧＸ推進の実態調査

出所：フォーバル GDXリサーチ研究所調べ ブルーレポートmini2023年8月号より
https://www.forval.co.jp/consulting/pdf/bluereport_mini_202308.pdf
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その他の事例ご紹介
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産学連携によるフィールドワーク型授業

▷大学側への企業参加イベント
・1/28 企業説明会
・2/17～3/3 学生へオープンチェットで募集
・3/4～3/5 春合宿にてリーダー決定
・5/13 プロジェクトチームとの結束式
・6/10 中間発表会
・8/26 選考会（8チーム選考）
・9/2 企業対決（予選対決）
・10/28 第2回中間発表会
・12/23 ビジネスプランコンテスト

福岡大学 ベンチャー起業論
経済学部 1～4年生による企業へのインターンシップからビジネスプランコ
ンテストまでを守破離の考えを持ってプロジェクトチームで研究発表するもの
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事例 学内講義 【ＤＸアドバイザー取得支援講義】

◎札幌大谷大学ＤＸアドバイザー取得支援講義
２年目笠松講師 【６月３日９０分】【６月１０日９０分】

■ 内容
・現在の世の中の流れについて
・ＤＸとは？
・ＤＸアドバイザーとは？
・主な勉強方法

■ポイント

➀資格取得支援プログラムの作成により、ＨＰ上に掲載化
➁ＤＸアドバイザー創出をＨＰ内にて掲載化
③社会学部では全国NO.1の就職率を更に向上させて魅力がある学校づくり

札幌大谷大学DXアドバイザー取得支援
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ＩＵ専門職大学への特別講座を実施
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IU専門職大学
社員の生の声を届けるインターン説明会の開催
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提携事例：DX人材による地方創生 ― 地元人材が地元企業の支援を ―

DX人材派遣 DX促進事業

事例：リリース（一部）
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提携事例：中小企業の伴走型DX人材産業の創出を目指した他社・他機関との連携事例

事例：リリース（一部）

DX人材の育成 産学連携による人材の育成



Copyright(c) 2023 Forval corporation All Right reserved.

フォーバルのCSRに関する活動
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国境なき教師団「CIESF」への支援

■設立の趣旨
・会長の大久保秀夫によって設立
・いくら学校施設を作っても教師がいなければ意味がないという問題に直面し、

立ち上げられた

■主な活動内容
①ボランティア教師派遣「国境なき教師団」／②教育政策大学院大学の開校と
運営／③起業家育成／④産業人材育成 など

■人材育成における2つの理念
①真の愛情と情熱をもった世界レベルの教育者の育成
②利他の心と国際的視野をもった高度人材の育成
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将来の見通しに関する記述についてのご注意

本プレゼンテーション資料に掲載されている弊社の計画、目標、方針、戦略、

判断、財務的予測、将来の数値・金額などのうち、歴史的事実でないものは弊

社に関わる将来の見通しに関する記述であり、弊社の経営陣が現在入手可能

な情報に基づく予測、想定、認識、評価、判断、前提（仮定）等を基礎としてい

ます。これらの実現については、様々な要素の潜在的リスクや不確実性を含ん

でいます。

なお、本プレゼンテーション資料は投資勧誘を目的としたものではありません。

投資に関する決定は、利用者ご自身の判断において行われますようお願い申し

上げます。
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